
質
問
一

東
京
電
力
の
送
電
線
（
西
上

武
幹
線
）
工
事
の
お
知
ら
せ
の
関
係
市

民
へ
の
周
知
の
徹
底
状
況
に
つ
い
て
。

二

５０
万
ボ
ル
ト
へ
の
建
て
替
え
・
一

部
新
設
で
の
電
磁
波
の
数
値
予
測
に
つ

い
て
。

三

住
民
の
健
康
被
害
に
つ
い
て
、
現

在
の
送
電
線
２７
万
５
０
０
０
ボ
ル
ト
の

電
磁
波
で
の
影
響
調
査
等
で
は
、
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
一
（
市
長
）

地
元
自
治
会
や
送

電
線
ル
ー
ト
に
当
た
る
市
民
に
対
し
て

は
、
地
元
説
明
会
を
初
め
回
覧
文
書
や

戸
別
訪
問
に
よ
り
説
明
を
行
っ
て
き
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

二

電
界
の
強
度
は
、
国
の
技
術
基
準

値
以
下
で
あ
り
、
ま
た
、
磁
界
の
強
度

は
、
各
種
の
磁
界
低
減
方
策
に
よ
り
、

送
電
能
力
を
最
大
に
使
用
し
た
場
合
に

お
い
て
も
、
そ
の
強
度
は
１０
マ
イ
ク
ロ

テ
ス
ラ
以
下
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

三

市
と
し
て
は
、
現
時
点
で
は
送
電

線
な
ど
の
電
力
設
備
か
ら
発
生
す
る
電

磁
界
に
よ
る
健
康
被
害
の
お
そ
れ
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

市
民
の
健
康
増
進
の
た
め
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
温
水
プ
ー
ル
等
の
新

・
増
設
を

二

県
農
業
大
学
校
が
熊
谷
に
移
転
、

「
圏
央
鶴
ヶ
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」

周
辺
地
域
整
備
の
名
の
下
に
緑
と
水
源

地
を
破
壊
し
な
い
で

質
問
一

最
新
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

よ
る
市
の
農
業
面
積
に
対
す
る
割
合
は
。

二

雑
草
の
茂
り
や
ご
み
の
不
法
投
棄

の
現
状
と
土
地
所
有
者
へ
の
対
応
は
。

三

法
改
正
に
よ
り
、
市
農
政
担
当
は

ど
の
よ
う
な
対
応
と
な
る
の
か
。

四

農
業
委
員
会
で
遊
休
農
地
対
策
委

員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

五

市
民
農
園
の
拡
大
に
つ
い
て
。

六

水
土
里
の
交
流
圏
構
想
に
お
け
る

遊
休
農
地
対
策
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

２
０
０
５
年
の
数

値
で
農
地
面
積
は
３
２
８
㌶
、
遊
休
農

地
面
積
は
１
５
２
㌶
で
４６
・
３
㌫
と
な

っ
て
い
る
。

二
（
農
業
委
員
会
会
長
）

雑
草
１０
件
、

害
虫
２
件
、
ほ
こ
り
１
件
、
廃
棄
物
１

件
等
の
通
報
が
あ
り
、
現
地
確
認
後
、

適
正
状
態
に
戻
す
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

三
（
市
長
）

よ
り
農
地
を
貸
借
し
や

す
く
、
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
農
業
委

員
会
と
連
携
し
て
対
策
を
進
め
て
い
く
。

四

平
成
２１
年
２
月
に
鶴
ヶ
島
市
耕
作

放
棄
地
対
策
協
議
会
を
設
立
し
た
。

五

農
家
が
直
接
設
置
す
る
市
民
農
園

の
拡
大
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

増
や
し
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め
る
。

六

い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入

れ
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

子
ど
も
達
の
安
心
・
安
全
を
守
る

二

後
を
絶
た
な
い
い
じ
め
、
不
登
校

等
に
つ
い
て

東
電
送
電
線
の
健
康
被
害
に
つ
い
て

調
査
研
究
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

松
村

和
子

議
員

金泉婦貴子 議員

遊休農地対策について

大きな課題と位置づけている

市内を通る送電線

つるがしま市議会だより第１４９号〔９〕


